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１ はじめに 

岡山市は、面積約 790 平方キロメートルの広大な市域を有し、吉備高原に連なる北部の丘陵

地から瀬戸内海に面した平野部まで、変化に富んだ地形や、環境省等によって絶滅危惧種に指定

されているアユモドキやスイゲンゼニタナゴ、ナゴヤダルマガエルなどの希少野生生物等が生息・

生育する貴重な自然環境が存在しています。私たちは豊かな水と緑を享受しながら四季折々の暮

らしが営まれています。 

岡山市では、平成 29 年 3 月に「岡山市生物多様性地域戦略」を策定し、生物多様性の保全

とまちの発展の両立をめざして取り組んできました。同戦略では、重点プロジェクトの一つ

として、調査で明らかになった野生生物の情報などを基に、生物多様性の保全上重要度の高

い地域を抽出・評価・可視化した「岡山市の重要生態系リスト」を策定しました。 

また、生物多様性地域戦略の計画期間が令和 7 年度に終了するにあたり、国内外の動向や本市

のこれまでの取組を踏まえ、豊かな生物多様性を次世代に引き継いでいくため、令和８年３月「生

物多様性おかやまプラン」を策定しました。 

このたび、同プランの策定にあわせて、重要生態系リストの策定以降に収集・整理した市内の

生き物調査の結果等を踏まえ、「岡山市の重要生態系リスト」を更新しました。 

岡山市のように人間生活との関わりが深い地域において生態系を保全していくためには、

科学的な知見を踏まえたうえで、各地域の住民が主体となり、行政や研究機関、地域外から

の市民がサポートを行う枠組みづくりを行うことが必要です。  

策定にあたっては、岡山市自然環境保全審議会に生態系の抽出と評価について、ご意見を

いただきました。 

 

 

 

【参考】岡山市自然環境保全審議会での審議経過 

１ 令和８年度第２回岡山市自然環境保全審議会 

日時：令和７年９月 17 日 

議事：重要生態系リストの更新について 

参考 HP https://www.city.okayama.jp/0000075221.html (資料 4) 

２ 令和８年度第３回岡山市自然環境保全審議会 

日時：令和８年１月 21 日 

議事：重要生態系の評価結果について 

参考 HP https://www.city.okayama.jp/0000078121.html  (資料 3-2) 
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２ 重要生態系の抽出 

岡山市の生物多様性保全上重要な地域（以下「重要生態系」）に関して、この根拠となる抽

出項目と選定基準を①～⑩のとおり設定しました。 

この抽出項目及び選定基準の一覧とともに、それらを基に抽出した重要生態系について、

項目ごとの該当地域数を表 1 に示します（項目間の重複あり）。 

なお、各地域のうち、重複した複数件もしくは 1 件の中に飛び地的に複数の地域が指定さ

れている場合など、分割もしくは統合して捉えるべきと考えられた地域については分割・統

合して抽出しました。 

この結果、重要生態系の候補地として 108 地域を抽出しました（表 2、図 1）。 

 

表 1 重要生態系の抽出項目と選定基準 

番号 抽出項目 選定基準 地域数 

① 希少種が多く確認されている

地域 

これまでの生き物調査結果等から「岡山県版

レッドリスト 2025」または「環境省第 5 次

レッドリスト・レッドリスト 2020」の掲載種

を大字ごとに集計し、動物 50 種以上、植物

14 種以上の大字についてそれぞれ選定 

23 

② 環境緑地保護地域 1・郷土自然

保護地域 2・郷土記念物 3 

地域として指定されているものを選定 10 

③ 風致地区 4 全て選定 2 

④ 国立公園・県立自然公園 5 全て選定 22 

⑤ 自然海浜保全地区 6 全て選定 1 

⑥ 身近な生きものの里 7 全て選定 27 

⑦ 重要里地里山 8・湿地 9・海域

10 

範囲が特定できるものについて選定 4 

⑧ 植生自然度 11（自然度 9～10） 全て選定（ただし、河川敷に位置するもの、

工事等明らかな人為の影響が確認されたも

のについては除外） 

43 

⑨ 生態系における重要箇所 有識者へのアンケート調査12結果から，地域

として捉えられるものについて選定  

34 

 

用語解説                                        

１ 環境緑地保護地域：都市周辺の良好な生活環境を形成する緑地の地域（＞5ha）。 

参考 HP https://www.pref.okayama.jp/page/573469.html (岡山県自然環境課) ※以下２、３も同様 

２ 郷土自然保護地域：自然と一体となって郷土色豊かな風土を形成し、県民に親しまれている
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